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文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業
地域日本語教育スタートアッププログラム

• 日本語教室が実施されていない地域に日本語
教室を開設するための事業

• 年間200万円を上限にして、日本語教室開設を
支援（コーディネーター経費）

• 熊本の場合：
• 熊本地震で閉鎖となった東区建軍教室を再開の
ため本事業を活用

• 2016年8月準備〜10月正式キックオフ



被災する前の健軍教室の様子



キックオフ・
ミーティング

• 10月11日
• ＠熊本県立大学

• 実施主体 KIF
• コーディネーター

• アドバイザー

• KEQP



目的

多文化共生
社会の拠点

となる
日本語教室

• 災害が起きても、外国人を含め
誰一人置き去りにしない地域づく
りの拠点となる日本語教室を、熊
本地震で被災して日本語教室空
白地となった熊本市東区で再開
する。

• 前述のような日本語教室を多文
化共生社会の拠点として位置づ
け、現在、日本語教室が開催さ
れていない熊本市西区および南
区で開設し、熊本市全域で災害
に強い地域社会の構築をめざす。



日本語教室 by KIF

初級日本語集中
講座 ＠ 国際
交流会館

01
くらしのにほんごク
ラブ ＠ 国際交
流会館

02
地域日本語 in
武蔵丘（北区）、健
軍（東区）

03
2017年度 東区
くらしのにほんごク
ラブ

04
2018年度 南区、
西区 くらしのにほ
んごクラブ

05



・日本語支援事業

7

初級日本語集中講座

くらしのにほんごくらぶ

地域日本語武蔵丘、建軍

日本語テキスト開発



初級日本語
集中講座

• 5日間連続の日本語教室
• 専門の日本語教師が日本
語の骨組みを教える。

• 対象：日本に来てすぐ人、日
本語を学習した経験がない
人

• くらしのにほんごクラブや地
域日本語へつなげる。



日本語教育スタート
アップ＠熊本で

目指す日本語教室
は..





多文化共生
社会の拠点
となる日本
語教室

• 同じ地域に住み外国人・日本人
住民が共に集い、やさしい日本
語で交流できる場

• 交流のテーマは、子育て、地域
ルール、お祭りや清掃などの行
事、お買い物など暮らしに密着し
たもの

• 学習したい外国人もできる範囲で
対応

• 教室を飛び出して、スーパーだっ
たり、地域の運動会やお祭りだっ
たり、暮らしの現場も教室

• 先生と生徒の関係というより、同
じ住民としての活動



6名のコー
ディネーター
チームで

• 地域調査、日本語交流サポー
ターの要請：

道本ゆう子さん、泉千草さん、

村上百合香さん

• 教材（オリエンテーションビデオ）
作成、指導：

定永祐子さん

• 教材開発の指導：
馬場良二さん

• 調査データの分析：
高橋進之介さん



2016年度
の活動

• 熊本県内の日本語教室調査
• 熊本県外の日本語教室調査
岡山総社市 京都亀岡市

• 調査分析
• 教材（オリエンテーションビデオ）の
作成

• 教材の作成（熊本県立大学）
• 人材養成プログラムの検討
• 日本語教室の内容、会場の検討



日本語交
流サポー
ター募集

• 200人に198人は日本人の熊本市..
日本人側から外国人に近づき交流を
する。

• 外国人を見ると外国語を話さないとい
けない.. ⇨ 日本語で声をかけて
みよう.. 日本語で交流しよう..

• どんな日本語 .. やさしい日本語 ..
短い文章、簡単な文法、理解できる
単語へ言い換える..

• ストック情報の違い..
熊本地震を経験したことがない

外国人は避難所を知らない。

日本と海外のコミュニティの違い..



オリエン
テーション
養成講座

• 募集 20名程度
• （多数の場合、東区に居住されている方を
優先します）

• 応募資格：市内に住む18歳以上（平成29
年4月1日現在）で、外国人の方と日本語
でおしゃべり交流する日本語教室に参加
可能な方（東区で6月より週1回開催予定）

※以下のオリエンテーションのどちらかに参
加できる方

• 日時
4月2日（日）午前10：00～（国際交流会館）
4月9日（日）午前10：00～（熊本県立大学）

各回とも2時間
• 広報は、3月号の熊本市政だよりに掲載



養成講座
（計画中）

• 3回程度（週1回、5月の連休明けか
ら開催）

• 内容：
1回目 外国語としての日本語
2回目 やさしい日本語、教材紹介
3回目 実践練習

• ⇨ 6月より東区で開催予定の東区
くらしのにほんごクラブで活動してい
ただく。

• オリエンテーション・養成講座を年に
数回行う。



日本教室の
開設につい

て

• まずは、ボランティアによるペア・グルー
プ学習型の教室でスタートする。

• コーディネーターが交代で教室コーディ
ネーターとして参加、日本語交流サ
ポーターの方の疑問に応える。

• 今後経過の中で、コーディネーターが教
室形式で教え、日本語交流サポーター
が補助、その後のおしゃべり交流への
流れを試してみることも可能。「にほん
ごこれだけ」は教室用で購入可能（4月
以降）学習者には必要に応じて個人で
購入してもらう。

• KIFは、地域コーディネーターとしての役
割を担う。6月からスタートしたい。（場
所：東部公民館）

• 名称 東区くらしのにほんごクラブ




